






〇医師不足によって起きる問題は？
まず今よりも医師が減ると予測されており、医師の仕事はさらに過

重労働になる可能性があります。その中で2024年には働き方改革によ
り、医師の労働時間もこれまで以上に厳しく制限されていくので、医
師の労働力不足が加速します。
また、救急車の受け入れが困難になり「たらいまわし」が起きるこ

とや高度医療の提供機会の減少、退院後をフォローしてくれる地域の
医師がいなくなるため、交通インフラの整っていない医療過疎圏から
遠くの医療機関まで通院しなくてはいけないことによる患者の負担増
加など簡単に考えられるものだけでもいくつかあります。
これらの問題の解決には、医師を増やしていくことが必須です。

新潟県では2009年から開始した制度です。大学卒業後、初期臨床研修を
含めて９年は地域医療に従事する期間が設けられており、新潟県の医療
に貢献してくれると考えられています。

解決策① 地域枠制度

新潟県には新潟大学以外に医学科を持つ大学がありません。新潟県は面
積が広く（全国5位）人口も多い（全国15位）わりに医師養成機関が1つ
しかないため、養成できる人数が少ないのが現状です。しかし、すでに
国によって医学科の定員削減が決定しており、現実的に医科大学が新設
されることは限りなく難しいと思われます。

解決策② 医学科のある大学を作る

県外出身者は新潟県の交通の不便さ、曇りの多い天候、降雪による冬場
の面倒などを嫌がります。加えて2018年より新専門医研修制度ができま
したが、新潟県には専門研修のできる病院が少ないのが現状です。その
ため「より環境の整った場所・病院で研修をしたい」と県外に出ていき
ます。県内でも研修しやすい環境の構築が必要です。

解決策③ 研修・住環境の整備



〇医師を増やす以外の解決法は？
病気を予防することです。例えば高血圧や糖尿病、脂質異常症といっ

た有名な病気は先天性でない限り、適切な食事と運動を心がけることで
リスクを低減できます。でも対応策まで知っていても、実行している人
は少ないですよね。なぜかというと、この３つは日常的な症状があまり
ないので重病化するまで放置されやすいからです。高血圧なら心筋梗塞
や動脈乖離、糖尿病なら網膜症や四肢末端の壊死が始まるまで危険な病
気だと意識しません。正しい医療情報を伝え、健康診断に来てもらって
早期発見・予防に取り組んでもらうことも問題の解決につながっていき
ます。

〇最後に
問題解決のために皆さんにできることの１つは「医学科に入学するこ

と」です。地域に貢献したいと考える方であれば、早期からの地域実習
などをカリキュラムに入れている新潟大学が選択肢の第一に挙がるでし
ょう。しかし厳しいことを言ってしまえば医学科に入らないとそもそも
医師にはなれないのです。医師は業務独占（医師以外は医師の仕事を行
ってはならない）かつ、名称独占（医師免許を持つもの以外は医師と名
乗ってはいけない）の職業です。独学で医療を学ぶことはできても「免
許のない、ただの医療に詳しい人」にしかなりません。
皆さんのゴールは「医師になってなにかに取り組むこと」だと思いま

す。医学部入学はそのための小目標であり、手段です。目的の一つでは
あっても、そこがゴールではありません。この点を間違えるとそもそも
医師になるための勉強すらできない可能性があります。皆さんが大学に
こだわりすぎることで自分の可能性を狭めないように、ご家族ともよく
相談されてください。
十数年後、皆さんと一緒に地域医療に貢献できることを楽しみにして

います！

＜編集後記＞
Vol6.から3回にわたって「新潟県の医療情勢」について掲載しました。

掲載した内容はあくまでも私たちが現場で医療活動をしている中で感じ
ている問題意識を元に作成したもので、全てが正解というわけではあり
ません。何が正しくて何が違うのか、皆さんがこれから医療者になる道
を進まれる過程でしっかりと考えてください。「新潟県の医療情勢」を
情報の1つとして認識していただけたら幸いです。



新潟民医連

2022年夏企画のご報告

オンライン医師懇談

1日医師体験

医学生としゃべり部



2020年4月より開設しました！
下越病院の医師や看護師など
教育研修に関する情報や院内の
取り組みをお伝えしていきます。

いいね又はフォローを
お待ちしています！

2020年9月より開設！
医学生担当者が学生
向け企画などの情報
を発信します！

医学生・看護学生・
薬学生向け企画などを
紹介するFacebook
ページも再稼働！

私たち民医連は、無差別・平等の医療
と福祉の実現をめざす組織です。戦後、
医療に恵まれない人々と医療従事者が手
をたずさえて各地で民主診療所が作られ
ました。
そして1953年「働くひとびとの医療

機関」として全日本民主医療機関連合
会を立ち上げました。
それから60年余り、何よりも地域の

人たちの思いを大切にし、地域に求め
られる医療を行ってきました。
設立以来一貫として私たちの病院は

差額ベット代を頂いていません。
また、無料定額診療にも取り組んでい
ます。これは「お金のあるなしで医療
に差別があってはならない」という私

たちの考えによるものです。



新潟民医連
（新潟県民主医療機関連合会）

〒951-8154

新潟市中央区医学町通1番町45 第2関本ビル2階

025-224-4073 gakusei@niigata-min.or.jp

新潟民医連では、医学生を対象とした奨学金制度を設けています。
私たちの医療活動に共感し、ともに医療活動の発展を考えてくれ
る方に奨学金の貸与を行っています。

【新潟市】
・下越病院 ・かえつクリニック
・ときわ診療所 ・坂井輪診療所 ・舟江診療所

【長岡市】 ・ながおか生協診療所 ・生協こどもクリニック
・生協かんだ診療所 ・あたごこどもクリニック

下越病院

厚生労働省指定
臨床研修病院

かえつ
クリニック

医療に興味を持っている方の質問やお悩みを大募集しています！
いただいた質問やお悩みについては今後のWings of dreamsでお答え
していきます。応募の中から抽選で3名様に図書カード500円分を
プレゼント！お気軽にご応募ください！

←応募はこちらから締切：2023年2月28日（火）


